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平成１９年６月に「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」が一部改正さ

れたことにより、平成２０年４月から全ての教育委員会は、毎年、その権限に属

する事務の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関す

る報告書を作成し、議会に提出するとともに、公表することが規定された。 

本報告書は、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第２６条の規定

に基づき、効果的な教育行政の推進に資するとともに、住民への説明責任を果

たすため「教育委員会の点検・評価」を実施し、報告するものである。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

教育委員会点検・評価 

○地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋） 

(昭和３１年６月３０日) 

(法律第１６２号) 

(教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等) 

第二十六条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務(前条第一項の規定により教育長

に委任された事務その他教育長の権限に属する事務(同条第四項の規定により事務局職員等に

委任された事務を含む。)を含む。)の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その

結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表しなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有す

る者の知見の活用を図るものとする。 

(平一九法九七・全改、平二六法七六・旧第二十七条繰上・一部改正) 
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（1） 山北町教育委員会は、第３次山北町教育大綱の基本目標を達成するため

毎年定めている、山北の教育・保育基本方針重点施策の実施状況について

点検及び評価を行い、成果や課題を明らかにするとともに効率的かつ効果

的な教育行政の推進を図る。  

（2） 点検及び評価の結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出すると

ともに公表することにより、町民に対し信頼される開かれた教育行政の推

進に努める。 

  
   

 

（1） 山北町教育大綱に基づく取り組みについて、山北の教育・保育基本方針

重点施策や事業等を対象として点検及び評価を実施する。 

（2） 点検及び評価については、施策及び事業の総括を行うとともに、課題や

改善策等を明確にする。  

（3） 点検及び評価については、毎年１回実施する。 

（4） 点検及び評価については、学識経験者の意見を聴取したうえで教育委員

会がまとめる。 

（5） 点検及び評価に関する報告書を作成し、町議会に提出するとともに町民

に公表する。 
 

 

 

 

 

点検・評価項目 

 

   

令和７年度の活動を点検してまとめた成果や実績をもとに自己点検・自

己評価を行い、今後の課題と対応策をまとめる。 

 

 

 

山北町の教育・保育基本方針の重点施策や事業等の、本年度取り組んだ

内容について点検及び課題等の整理を行い、自己点検・自己評価を行う。  
  

令和７年度山北町教育委員会の事務の管理及び執行状況に 

関する点検・評価の方針について 

1 趣旨 

2 実施方法 

点検・評価の構成 

1 教育委員会の活動状況の点検・評価 

２ 教育委員会事務局の活動状況の点検・評価 
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第
※

３次山北町教育大綱

 

 

 

 

 

 

  

教育委員の活動 
教育委員会事務局

の活動 

教育委員会議、視察研修、 

学校訪問、行事等への出席 

年間計画に基づく 

各事業・各業務の実施 

教育委員による 

自己点検・自己評価 

事務局による 

自己点検・自己評価 

学識経験者による総括評価 

山北町の教育・保育基本方針 

評価 

報告 

報告書の作成 

 議会への報告・町民への公表 

点検・評価の流れ 

※第３次山北町教育大綱とは…平成 27 年４月に施行された「地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一

部を改正する法律」により、地方公共団体の首長が教育行政と連帯を強化し責任を構築するため、教育に関

する総合的な大綱を定めることが義務付けられたことにより、平成 28 年２月に「山北町教育大綱」を制定

し、その後「第２次山北町教育大綱」として平成 31 年３月に改訂（令和４年３月一部改訂）、「第３次山

北町教育大綱」として令和６年２月に改訂されました。 
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《教育委員会制度》 

 

教育委員会は､｢地方教育行政の組織及び運営に関する法律｣の定めにより､教

育に関する事務を処理するため､都道府県､市町村等に設置される合議制の執行

機関である。 

この教育委員会制度は､一般人(レイマン)である非常勤の委員で構成される教

育委員会の委員の合議により､基本方針を決定し､それを教育長が事務局を指揮

監督して執行するという｢レイマン･コントロール｣のもとに運営されている。 
 

 

教育委員会は、教育長と４人の委員で構成されている。 

 

教育長は、地方公共団体の長が議会の同意を得て任命する。教育長の任期は３

年とし再任することができる。 

教育長は、教育委員会を総理代表し、教育長が欠けたときの教育長職務代理者

を委員の中から指名する。 
 

教育長職務代理者は、会務の執行等を事務局職員に委任することができる。 

 

委員は、地方公共団体の長が議会の同意を得て任命する。委員の任期は４年と

し再任することができる。 
 

事務局は､教育長の統括のもと、教育委員会の権限に属する事務を処理する。 

事務局の内部組織は、教育委員会規則で定める。 

 
  

教育委員会制度 
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《教育委員会の主な仕事》 

 

○学校など教育・保育機関の設置､管理及び廃止 

○教育等財産の管理（施設や教具等） 

○教育委員会や学校など教育・保育機関の職員の任免その他の人事 

○乳幼児、児童及び生徒の就園、就学､転入学等 

○学校の組織編制､教育課程､学習指導､生徒指導、職員の研修 

○教科書その他の教材の取扱い 

○教育・保育関係職員､児童生徒等の保健､安全､厚生､福利 

○学校給食 

○教育・保育に関する調査､統計 

○教育相談､広報 

○放課後児童対策パッケージの推進 

○教育特区事業 

○私立学校審議会 

○教室、講座、講習会等の開催 

○生涯学習活動への支援 

○指定文化財・天然記念物等保護、活用 

○無形文化財継承団体等の支援 

○河村城跡整備の推進 

○人権講演会の開催 

○人権啓発ちらしの作成・活用 

○青少年の健全育成のための環境づくり活動 

○青少年健全育成大会の開催 

○青少年健全育成の支援 

○家庭教育支援事業 

○スポーツ大会の開催、支援 

○カヌーのまちづくり推進事業 

○生涯スポーツセンター維持・管理 

○パークゴルフ場の管理・運営 

○図書室の充実、図書活動の推進 

○生涯学習センター維持・管理 
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山北町教育委員会の組織 

※議会の同意を得

て教育長と教育委

員を任命 

「事務局」 
・教育委員会の権限に属する事務を処理する。 

 

こども教育課  教育総務班 

        教育支援班 

 

教育特区推進室 教育特区推進班 

 

生涯学習課   生涯学習スポーツ班 

生涯学習センター 

【令和７年度教育委員会の機構図】 

委 

員 

委 

員 

委 

員 

委 

員 
教
育
長 

「教育機関等」 

 

岸幼稚園 

向原保育園 

やまきたこども園 

川村小学校 

山北中学校 

教育支援センター 

放課後子ども教室 

やまきた児童クラブ 

生涯スポーツセンター 

生涯学習センター 

 

設置 

管理 

・町長が招集（町長、教育長、教育委員） 

・教育大綱の策定 

・教育の重点的施策を協議 

・児童生徒等の緊急を要する措置を協議 

「教育委員会」 

・教育長が総理代表 

・教育に関する一般方針の決定 

・教育委員会規則の制定 

・その他重要な事項の決定 

町 長 「総合教育会議」 

指
揮
監
督 
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「令和７年度山北町の教育・保育」《抜粋》 
基本方針 

令和４年２月に策定した「０歳から 15 歳までの一貫教育・保育基本方針」の
もと「一貫教育・保育」を推進してきた。令和７年度についても、乳幼児の教育・
保育に対する保護者のニーズの高まりへのきめ細かな対応と情報共有、小学校
以降の学校教育のねらいである「生きる力」の育成へのより滑らかな接続と、園・
学校それぞれの指導内容等についての相互理解を図り、より質の高い教育・保育
を実施できるよう、園・学校・家庭・地域が一体となって教育・保育環境のさら
なる充実を図る。 

さらに、人権教育の推進による豊かな心の育成やＩＣＴ教育、通信環境の整備
など、園・学校の教育・保育に求められる役割も年々大きくなっており、安心・
安全で快適な教育・保育環境の充実をめざすとともに、支援教育の理念のもと
個々のニーズに応じたインクルーシブ教育をさらに推進していく。また、一貫教
育・保育の推進にあたり、小・中学校の「学校運営協議会」と幼稚園・保育園・
こども園の３園で構成する「３園運営協議会」を生かし、家庭及び地域とより連
携を深め、地域とともにある園・学校づくりに努める。 

生涯学習においては、2018年３月に改訂した生涯学習推進プランの実現に
向け、町民のライフステージに応じた学習機会の提供など様々な支援や協力等
を行い、地域に根ざした生涯学習の活性化に努める。生涯スポーツにおいては、
2019年３月に改訂した生涯スポーツ推進プランの実現に向け、町民誰もが気
軽にスポーツ活動に親しむことができる機会を提供し、生涯スポーツの振興を
図るとともに健康づくりに貢献する。 

また、町民の自主的で活発な文化活動を推進するために成果発表や鑑賞等の
機会の充実に努め、民俗文化財の継承の支援など文化遺産の保存・活用の推進を
図る。 

そして、差別がなく誰もが幸せに暮らすことができる共生社会の実現のために
園・学校での教育・保育及び社会教育の両面から、あらゆる機会を通じて人権教
育及び人権啓発の効果的かつ継続的な推進に努める。 

 

山北町の教育方針 

教育大綱における基本目標 

【基本目標】 

１ 人間力と社会力を育成する教育の推進 

   重点取り組み① 乳幼児教育・保育 

   重点取り組み② 小学校・中学校教育 

   重点取り組み③ 地域教育力 

   重点取り組み④ 青少年の健全育成 

２ 生涯学習・生涯スポーツ・文化活動によるまちづくり 

   重点取り組み⑤ 生涯学習 

   重点取り組み⑥ 生涯スポーツ 

   重点取り組み⑦ 文化活動 

３ 人権を守り共生社会を実現するまちづくり 

   重点取り組み⑧ 男女共同参画社会 

重点取り組み⑨ 人権 
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Ⅰ 園教育・保育及び学校教育重点施策 

１ 乳幼児教育・保育の充実 

（1）適切な乳幼児教育・保育の推進 

（2）乳幼児教育・保育の充実 

（3）乳幼児教育・保育内容と環境の充実 

（4）一人ひとりのニーズに応じた適切な支援 

（5）幼児教育と小学校教育の接続 

（6）幼稚園・保育園・こども園の連携 

（7）家庭・地域との連携 

（8）幼稚園・保育園・こども園合同研究の推進 

２ 学校教育の充実 

（1）特色ある学校経営の推進 

（2）人権教育の推進 

（3）確かな学力の向上 

（4）ＩＣＴ機器とデジタル教材の活用方法の検討 

（5）道徳教育の推進 

（6）地域を生かした教育の充実 

（7）健康・安全・防災教育と食育指導の充実 

（8）児童・生徒指導の充実 

（9）支援・インクルーシブ教育の充実 

（10）キャリア教育の充実 

（11）外国語活動、外国語教育、英語教育の推進 

（12）読書活動の推進 

（13）環境教育の推進 

（14）幼稚園・保育園・こども園・小学校・中学校・高等学校の交流教育の推進 

（15）家庭・地域との連携の推進 

３ 教育特区事業の推進 

（１）認可校の学校経営及び教育課程の指導、監督 

（２）私立学校審議会による点検、評価活動 

 

Ⅱ 社会教育重点施策 

１ 社会教育（生涯学習）事業 

（1）社会教育（生涯学習）推進事業 

①社会教育委員会議の設置、開催 

②社会教育指導員の設置 

③生涯学習推進協議会の設置、開催 

④講座、講習会等の開催 

⑤生涯学習情報の提供 

⑥社会教育関係団体の支援 
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（2）文化財の保護、継承、整備事業 

 ①文化財保護委員会の設置、開催 

 ②ユネスコ無形文化遺産「山北のお峰入り」連絡協議会の開催 

 ③民俗文化財連絡協議会の開催 

 ④指定文化財・天然記念物等の保護、継承 

 ⑤文化財講座等の開催 

 ⑥古民具の保存 

 ⑦無形文化財継承団体等の支援 

 ⑧河村城跡史跡整備の推進 

 ⑨歴史資料の活用 

（3）人権啓発事業 

 ①人権啓発活動の推進 

（4）青少年健全育成事業 

 ①青少年指導員（協議会）の設置、開催 

 ②青少年健全育成事業等の開催 

 ③青少年健全育成活動への支援 

 ④青少年問題協議会の設置、開催 

 ⑤二十歳（はたち）を祝う会の開催 

（5）家庭教育支援事業 

 ①個性の伸長と夢を育む学級・講座等の開催 

②子ども読書活動の推進 

③乳幼児家庭教育学級の開催 

（6）生涯スポーツ・社会体育推進事業 

 ①スポーツ推進委員（協議会）の設置、開催 

 ②各種スポーツ大会等の開催 

 ③スポーツ関係団体等の支援 

④カヌーのまちづくり推進事業 

⑤社会体育施設の維持・管理 

⑥生涯スポーツセンター事業の開催 

（7）生涯学習センター活動推進事業 

 ①生涯学習センターの利用促進 

 ②図書室の充実、読書活動の推進 

 ③生涯学習センター事業の開催 

 ④生涯学習センター通信の発行（年 12 回） 
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教育委員会議は、毎月１回定期的に開催される「教育委員会定例会」１２回

と、必要な要件が発生した場合に開催される「臨時会」については開催がな

く、「臨時協議会」１回が開催された。開催日や内容等については次のとおり

である。（定例会の表記中、[議○]は議案号数、[報○]は報告号数を示す。） 
 

開催日 回 議   題 

4/21 第４回 

定例会 
[議⑦]山北町学校運営協議会委員の任命について 

協議会 令和６年度山北町教育委員会点検・評価報告書（素案２）につい

て 

令和７年度山北町の教育・保育基本方針重点施策について 

生涯スポーツセンターオープニングセレモニーについて 

令和７年度山北町カヌー体験教室について 

5/12 臨 時 

協議会 
令和６年度山北町教育委員会点検・評価報告書（素案）について 

第 58 回山北町球技大会について 

川村小学校長寿命化改修工事について 

5/28 第５回 

定例会 

[議⑧]令和６年度山北町教育委員会点検・評価報告書について 

[議⑨]山北町立生涯スポーツセンターの設置及び管理に関する条

例施行規則の一部を改正する規則の制定について 

協議会 令和６年度山北町教育委員会点検・評価報告書（案）について 

学校訪問について 

令和７年度山北町乳幼児家庭教育学級について 

第 44 回山北町青少年健全育成大会について 

第 25 回カヌー・SUP マラソンＩＮ丹沢湖について 

第 74 回足柄上郡総合体育大会について 

６/30 第６回 

定例会 

[議⑩]令和７年度山北町育英奨学生の決定について 

[議⑪]令和７年度山北町育英奨学金返還免除の決定について 

[報⑤]令和７年度山北町教育委員会表彰受賞者について 

協議会 令和７年度プール一般開放について 

令和７年度第１回私立学校審議会の概要について 

7/16 第７回 

定例会 
 

協議会 
令和７年度山北町放課後子ども教室（夏休み拡大版）について 

第 25 回カヌー・SUP マラソンＩＮ丹沢湖の結果について 

令和７年度野外活動研修会「わくわく自然教室」について 

令和７年度やまぶき学級について 

第 47 回丹沢湖マラソン大会について 

民俗文化財の保護・継承についての答申を受けての取り組みにつ

いて 

教育委員会の活動状況点検・評価 

（１）教育委員会議の開催状況 
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8/25 第８回 

定例会 
[報⑥]山北町民俗文化財連絡協議会設置要綱について 

協議会 学校・園訪問について 

第４回やまきたスポーツの秋祭りについて 

9/26 第９回 

定例会 
[報⑦]山北町教育委員会教育長の選任について 

[報⑧]山北町教育委員会委員の選任について 

[報⑨]専決処分の承認について 

[報⑩]専決処分の承認について 

協議会 
令和７年度鉄道遺産巡りツアー（D52 フェスティバル）について 

川村小学校長寿命化改修工事について 

10/29 第１０回 

定例会 
[議⑫]山北町立生涯スポーツセンターの設置及び管理に関する条

例施行規則の一部を改正する規則の制定について 

[議⑬]山北町子ども・子育て支援法施行細則の一部を改正する規

則の制定について 

[議⑭]山北町保育の利用に関する規則の一部を改正する規則の制

定について 

[議⑮]山北町特定教育・保育施設の利用者負担額に関する規則の

一部を改正する規則の制定について 

協議会 総合教育会議について 

園・学校訪問について 

令和７年度やまきた町民文化祭について 

第 47 回丹沢湖マラソン大会参加者申込状況等について 

令和７年度山北町人権講演会について 

ライブ・イン・山北 2025 について 

11/21 第１１回 

定例会 
 

協議会 
令和８年山北町二十歳を祝う会について 

12/24 第１２回 

定例会 
 

協議会 小・中学校体育館空調設備の設置について 

２学期制について 

乳児等通園支援事業（こども誰でも通園制度）について 

第 47 回丹沢湖マラソン大会結果について 

第 80 回足柄上地区一周駅伝競走大会について 

1/26 第１回 

定例会 
 

協議会 山北町立学校教職員の業務量管理・健康確保措置実施計画(案)に

ついて 

第 80 回市町村対抗かながわ駅伝競走大会について 

冬の星座教室について 

総合教育会議について 
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2/25 第２回 

定例会 
[議①]山北町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を

定める条例の制定について 

[議②]山北町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定め

る条例の制定について 

[議③]山北町立学校教職員の業務量管理・健康確保措置実施計画

の策定について 

[報①]山北町社会教育委員の委嘱について 

[報②]令和８年度当初予算案の概要（教育費）について 

協議会 
第 80 回足柄上地区一周駅伝競走大会の結果について 

山北町文化財講座について 

令和７年度スプリングスクールについて 

第 69 回山北町親睦ゴルフ大会について 

3/23 第３回 

定例会 

[議④]山北町青少年指導員の委嘱について 

[議⑤]山北町スポーツ推進委員の委嘱について 

[議⑥]山北町立学校教職員の服務規定の一部を改正する規程の制

定について 

[議⑦]山北町子ども・子育て支援法施行細則の一部を改正する規

則の制定について 

[議⑧]山北町特定教育・保育施設の利用者負担額に関する規則の

一部を改正する規則の制定について 

[報③]山北町教育委員会委員の選任について 

[報④]令和８年度（令和６年度末）県費負担教職員・山北町教育

委員会人事異動について 

協議会 
令和７年度山北町教育委員会点検・評価報告書（素案）について 

令和８年度入園式・入学式について 

（審議事項等の内訳） 

・例規等の制定、改廃案件    １２件 

・人事案件            ８件 

・決定、採択案件        １１件 

・その他協議会審議報告     ４２件 
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各種事業及び総会・研修会等へ出席し、事業の状況確認や委員自身の資質の向

上に努めた。また、学校訪問を行い、幼稚園・小中学校の園児・児童生徒の学習

現場での状況を確認するとともに、教職員の生の意見などの収集に当たった。 
 

月 町関係事業 各種協議会・連合会関係行事等 

４月 教職員・町職員辞令交付式 

小学校・中学校入学式 

幼稚園・保育園・こども園入園式 

園・学校訪問 

町教育研究会総会 

神奈川県市町村教育委員会連合会役員会・総会  

県西地区市町教育長会議 

足柄上地区教育長会議 

神奈川県市町村教育長会議 

５月 山北中学校体育祭 

町パークゴルフ大会 

町球技大会 

神奈川県町村教育長会総会・研究会 

足柄上郡教育会大会 

全国町村教育長会総会・研究会 

西湘地区教育委員会連合会役員会 

足柄上地区教育長会議 

西湘地区教育長協議会総会 

足柄上郡町村教育委員会協議会総会 

関東甲信越静市町村教育委員会連合会総会 

６月 町職員辞令交付式 

学校事務共同実施推進委員会 

乳幼児家庭教育学級 

私立学校審議会 

青少年健全育成大会 

教育委員会だより(第 92 号) 

西湘地区教育長協議会役員会 

西湘地区教育委員会連合会総会 

生涯学習推進協議会 

部活動地域移行推進協議会① 

足柄上地区教育長会議 

お峰入り連絡協議会 

足柄上郡総合体育大会 

７月 カヌー・SUP マラソン IN 丹沢湖 県西地区市町教育長会議 

人権同和推進協議会総会 

足柄上地区教育長会議 

神奈川県市町村教育委員会連合会役員会 

８月 こどもコンサート 2025 

町スポーツ協会創立 70 周年式典 

豊かな学び研究会講演会 

神奈川県市町村教育長連合会 

足柄上地区教育長会議 

西湘地区教育委員会連合会研修会 

南足柄市教育講演会 

９月 河村城まつり 

総合防災訓練 

町職員辞令交付式 

教育委員会だより(第 93 号) 

足柄上地区教育長会議 

10 月 町職員辞令交付式 

山北中学校文化祭 

やまきたスポーツの秋祭り 

幼稚園・保育園・こども園運動会 

教育支援委員会 

川村小学校運動会 

教育委員辞令交付式 

やまぶき学級 

神奈川県町村教育長会総会 

神奈川県市町村教育長会議総会 

足柄上地区教育長会議 

足柄上郡教育会 

神奈川県町村教育長会インクルーシブ教育

研修会 

部活動地域移行推進協議会② 

 

（２）教育委員会議以外の活動状況 
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11 月 町民文化祭 

私立学校審議会 

園・学校訪問 

丹沢湖マラソン大会 

西湘地区教育長協議会研修会 

足柄上地区教育長会議 

神奈川県市町村教育委員会連合会研修会 

河村城跡史跡整備検討委員会 

神奈川県市町村教育長連合会総会 

総合教育会議① 

民俗文化財連絡協議会 

乳幼児教育等のあり方検討会議① 

足柄上郡町村教育委員会協議会研修会 

12 月 人権講演会 

ライブ・イン・山北 2025 

教育委員会だより(第 94 号) 

足柄上地区教育長会議 

１月 二十歳を祝う会 

山北高校地域との協働による報告会 

 

足柄上地区教育長会議 

県西地区市町教育長会議 

足柄上地区一周駅伝競走大会 

神奈川県町村教育長会宿泊研究会 

２月 社会教育委員委嘱状交付式 

子ども議会 

世附百万遍念仏 

神奈川県市町村教育委員会教育長会議 

足柄上地区社会教育委員連絡協議会 

足柄上地区教育長会議 

足柄上地区パートナーシップ制度連絡協議

会講演会 

部活動地域移行推進協議会③ 

総合教育会議② 

３月 幼稚園・保育園・こども園卒園式 

小学校・中学校卒業式 

教職員・町職員辞令交付式 

教育委員会だより(第 95 号) 

足柄上地区教育長会議 

乳幼児教育等のあり方検討会議② 

 

（各種事業等の内訳） 

・学校訪問           ２回 

・各種イベント（町、学校等） ３３回 

 

 

・研究会、研修会、説明会   １３回 

・その他協議会等       ４８回 
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評 価 結 果 
（Ａ：よくできている Ｂ：概ねできている Ｃ：改善が必要） 

 

 

  

○教育委員会議の現状 

項 目 評価 成果・実績・課題等 

十分な議論を行える回数や時間を

確保しているか。 

Ａ 

毎月開催する定例会のほか、必要に応じ

て臨時会や臨時協議会を開催した。会議

の日程調整及び開催時間を柔軟に調整

し、委員全員出席により開催できるよう

にしている。 

また、前回議事録の確認を電子データで

事前に共有し、本会議の審議時間の効率

化を図っている。 

委員が意思決定できるよう、十分

な情報を事務局が提供している

か。 
B 

資料の事前配付に加え、連絡ツールを活

用し積極的に情報提供することで、課題

に対する内容を把握し審議できるよう

にしている。園や学校の情報は常に提供

している。 

委員が問題点を指摘し、積極的に

発言しているか。 

Ａ 

委員会、協議会は自由な発言を交わせる

雰囲気づくりに努め、活発な議論の場と

なっている。また、問題点等について、

協議をとおして意見交換を行っている。 

委員が山北町の教育方針に対して

的確に具現化しようと努めている

か。 
Ｂ 

教育大綱や総合計画に沿った教育・保育

基本方針重点施策の検討を行い、具現化

に努力している。 

また、山北町総合教育会議を年２回開催

し、教育行政に関する協議等を行った。 
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○教育委員会議以外の現状 

項 目 評価 成果・実績・課題等 

委員が幼児・児童・生徒及び教職

員と接する機会を持っているか。 

Ａ 

委員による園・学校訪問を年２回実施

し、授業参観や意見交換の場を設けるな

ど、諸問題について情報を共有してい

る。これまでは、管理職のみの対応など、

職員全体に対しては意見交換を十分に

行えない課題があったが、スケジュール

を綿密に組み立て、園は担任、小学校は

全職員が参加するなど、意見交換による

情報共有がより一層深まった。 

教育委員会活動について周知広報

しているか、また情報収集に努め

ているか。 

Ａ 

教育委員会だより（年４回発行）を全世

帯に配付し、ホームページに掲載するこ

とで、教育委員会活動や学校・園の取組

等を積極的に情報発信している。 

同様に全世帯配付する社会教育委員だ

より（年３回発行）は県内でも優良活動

事例とし、評価を得ている。 

教育課題等についての情報や資料

を提供したり、近隣の教育委員会

や関係機関との連携が図れたりし

ているか。 

Ｂ 

関東甲信越静連合会をはじめ、県、西湘

地区、足柄上地区等の各種連合会や協議

会の研修等に積極的に参加し、交流を深

め、情報収集や情報の共有に努めてい

る。 
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 令和７年度に取り組んだ事業の中から１１事業を抽出し、成果、実績及び課題

等の整理を行い、自己評価します。 

 

Ⅰ 園教育・保育及び学校教育重点施策 

ａ 乳幼児教育・保育の充実 

施策事業：園児・児童・生徒の交流 

今年度の取組内容 成果・実績 評価 課題等の整理 

山北町「0歳から15歳ま
での一貫教育・保育」基本
方針をもとに、園児・児童・
生徒の交流を実施した。 

事前に打合せをし、互いの
活動のねらいを理解するこ
とで充実した交流となっ
た。 
例年実施している田植えの
園と小学校の交流に加え、
収穫祭でも、３園の５歳児
と共に実施した。 
３園の同年齢の交流も実施
するなど、異年齢交流、同年
齢交流が充実した。 

Ａ 

前年度の振り返りを生か

し、今年度の子どもたち

の実態からねらいを明確

にした、互いの校種にと

って価値のある交流活動

をめざしていきたい。 

  
 

 

 ｂ 学校教育の充実 

施策事業：０歳から 15 歳までの一貫教育・保育の実践 

今年度の取組内容 成果・実績 評価 課題等の整理 

一貫教育・保育カリキュ
ラムを参考に見通しを持
った教育・保育を実践し
た。 

各種担当者会議で、各園、

学校の実践と、子どもたち

の育ちの共有ができた。 

なかでも、中学校では、

「受け取る力」「伝える

力」を生徒に示し、授業の

中で意識させた。交流活動

では、事前の打合せと、事

後の振り返りにより、互い

の活動のねらいを共有した

交流活動が実施できた。 

Ａ 

交流活動の事前事後の打
合せ等の時間の確保や、
カリキュラムを基に、新
たに実施した活動等を記
録し次回の改定にいかし
ていくことなど、実践を
重ねながらカリキュラム
を改善していく。 
 

 

 

 

 

 

 

 

教育委員会事務局の活動状況点検・評価 
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施策事業：部活動地域展開の実施 

今年度の取組内容 成果・実績 評価 課題等の整理 

コーディネート業務を委
託し、9月からソフトテニ
ス部の地域移行を実施し
た。 

地域移行を実施できた。推
進協議会も 3 回開催し、次
年度の計画ができた。 
また、ソフトテニス部では、
９月から月２回程度でクラ
ブとして実施できた。 
また、令和８年度の陸上部
の地域展開に向けて、指導
者の確保、顧問、生徒との顔
合わせなどができた。 

Ｂ 

令和9年度すべての運動
部の地域展開の準備と、
平日の地域展開に向けて
考え方を整理していく必
要がある。 
課題としては、指導者の
人選や施設貸出等の確認
方法などが考えられる。 

 

 

Ⅱ 社会教育重点施策 

 ａ 社会教育（生涯学習）推進事業 

施策事業：令和７年度足柄上郡社会教育委員連絡協議会研修会での発表 

今年度の取組内容 成果・実績 評価 課題等の整理 

令和５～６年度に取り組
んだ「民俗文化財の保護・
継承について」をテーマに
２月14日開催の「世附の
百万遍念仏」を見学したほ
か、生涯スポーツセンター
にて町の民俗文化財につ
いて映像を紹介したうえ
で、山北町社会教育委員会
議議長による講演を行っ
た。 

足柄上地域の社会教育委員
27 名が参加し、山北町の社
会教育委員が取り組んだ研
究の成果を通じて、現代に
おける社会教育の課題につ
いて研究協議・情報交換を
行い、地域の社会教育委員
の資質の向上に寄与するこ
とができた。 

Ａ 

今回の研修を通して、得
られた社会教育への意識
を今後も維持・向上する
ために行政がどのように
関わっていくかを検討し
ていく必要がある。 

 

 

 ｂ 文化財の保護、継承、整備事業 

施策事業：河村城跡史跡整備の推進 

今年度の取組内容 成果・実績 評価 課題等の整理 

令和６年度に作製した河
村城跡堀切２の土層断面
タイルの張付け工事を実
施した。 

施工完了後は 9 月 27 日の
河村城まつり内において完
成披露式を実施したほか、
河村城クエストや文化財講
座といった文化財普及啓発
イベントを実施し、イベン
ト内にて整備した土層断面
タイルを紹介するなど、幅
広い世代へ河村城跡につい
て PR することができた。 

A 

今後も河村城跡の歴史や
整備してきた事業成果を
町民や町外へＰＲするた
めに効果的な手法につい
て検討が必要である。ま
た、小・中学校の児童・
生徒が郷土愛を育み、学
習につながる事業を展開
していく必要がある。 
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 ｃ 人権啓発事業 

施策事業：人権講演会の開催 

今年度の取組内容 成果・実績 評価 課題等の整理 

シンガーソングライター
立木早絵氏を講師に招き
「さらなる一歩を踏み出
そう！」と題した講演とピ
アノコンサートを開催し
た。 
また、特定失踪者パネル展
を同時開催し、生涯学習セ
ンターロビーではアニメ
「めぐみ」を上映した。 

町内外から 120 人の参加
があり、アンケート調査（回
収率 79％）では、講演内容
について「とてもよかった」
が 89％と最も多かった。参
加者からは「失明しても
様々なことに挑戦する姿に
勇気をもらった」「心の壁を
つくらないようにしたい」
などの感想をいただいた。 

A 

人権の大切さを全町民で
考えることができるよう
に、人権意識を向上させ、
講演内容の検討及び講師
の人選を行い、より多く
の方々に参加いただくよ
う取り組む。 

 

 

施策事業：人権啓発ちらしの発行 

今年度の取組内容 成果・実績 評価 課題等の整理 

「人権啓発ちらし」を年３
回（第130～132号）発行
し、町内全世帯に配付し
た。 

第 130 号では、多様な性
と人権をテーマにちらしを
作成した。 
第 131 号では北朝鮮当局
によって拉致された被害者
等の人権についてのちらし
を作成した。 
第 132 号では女性の人権
課題を取り上げた。 

Ｂ 

人権問題は解決すべき社
会的問題であるため、よ
り多くの町民が人権問題
について理解し、解決に
向けた取り組みを行える
よう、人権啓発ちらしで
様々なテーマを掲載し、
人権啓発を継続する必要
がある。 

 

 ｄ 青少年健全育成事業 

施策事業：青少年健全育成大会の開催 

今年度の取組内容 成果・実績 評価 課題等の整理 

山北町出身のプロバスケ
ットボール選手の小酒部
泰暉選手を講師に招き、講
演や小中高校生及び恩師
との対談を行った。また、
少年の主張作文コンクー
ルの表彰及び発表を行っ
た。 

昨年の457人に対し403
人の参加となった。今回は
親子で参加される方が多く
結果、例年200人の参加に
対し、多くの方に来場して
いただけた。講師と対談を
設け、小中高校生からの質
問に対し直接回答をいただ
くことで参加者にとって貴
重な経験となった。 
また、作文発表では、リーダ
ーとなり自分の意見を発表
する不安な気持ちや失敗を
恐れず挑戦していくことの
大切さなど青少年の心の奥
にある気持ちや考えが文章
にまとまっており、来場者
に伝えることができた。 

Ａ 

家庭・学校・地域社会が
協力して青少年の健全な
育成を図ることが開催目
的のため、より多くの方
に参加していただけるよ
う町内小・中学校及び山
北高校への掲示用ポスタ
ーの部数を見直し、青少
年に直接届く周知媒体を
増やす。また、地域関係
者に対しては、町内や近
隣市町村の公共施設にも
チラシ・ポスターの配架
や町公式ＬＩＮＥを使う
など新たな周知方法を検
討する。 
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 ｅ 生涯スポーツ・社会体育推進事業 

施策事業：生涯スポーツセンター事業の開催 

今年度の取組内容 成果・実績 評価 課題等の整理 

町産木材等を活用して建
築した生涯スポーツセン
ターは、でごにぃスポーツ
ハウスという愛称のもと、
4月26日実施のオープニ
ングセレモニーより運営
を開始した。管理運営は
（一社）あすぽに業務委託
し、予約なしで空き室を利
用できる「一般利用」と「予
約利用」により運用してい
る。 

開所から 3 日間の施設無料
開放をはじめ、スポーツの
秋祭り、縁 Joy やまきた、
桜まつり等を開催した。ま
た、あすぽの自主事業とし
て、年 4 回の無料開放デー
や十五夜瞑想ヨガ等、8 つの
事業を実施した。12 月 12
日には、来場者が 1 万人を
達成し、３月末現在で延べ
15,931 人に来場いただい
ている。 
さらには、町産木材の活用
等が認められ、神奈川建築
コンクール最優秀賞をはじ
め、グッドデザイン賞やウ
ッドデザイン賞など各種賞
を受賞した。 

A 

利用実績を踏まえた、よ
りよい管理運営方法の検
討や自主事業の見直しな
どさらなる利用者の増
加、拡大に取り組む。ま
た、管理運営事業者との
調整、連携を強化すると
ともに、空室状況を減ら
し、各種団体等に利用促
進を継続する。 

 

施策事業：やまきたスポーツの秋祭りの開催 

今年度の取組内容 成果・実績 評価 課題等の整理 

10月をスポーツ秋祭り月
間としオクトーバーウォ
ークの実施や、5日のメイ
ンイベント日では、新規種
目6つを加えた18種目の
スポーツイベントを行っ
た。 

昨年 14 種目（うち 4 つ新
種目）351 人参加に対し、
今年 18 種目（うち 6 つ新
種目）389 人の参加となり
多くの方に参加していただ
いた。 
また、横浜 DeNA ベイスタ
ーズが町政 70 周年を記念
し OB 選手やコーチによる
野球教室を開催し、参加者
にとって貴重な経験となっ
た。 

Ｂ 

年齢や体力に関係なく誰
もが気軽に楽しみながら
スポーツを習慣化し、町
民の健康・体力つくりの
推進を図ることが目的の
ため、参加人数を増やせ
るよう種目や周知する方
法を検討する。 

 

 ｆ 生涯学習センター活動推進事業 

施策事業：生涯学習センター事業の開催 

今年度の取組内容 成果・実績 評価 課題等の整理 

毎年、生涯学習センターフ
ェスティバルで行ってい
た展示・芸能発表会を、文
団連からの要望を受ける
形で町民文化祭との合同
開催にした。 

合同開催により、町民文化
祭芸能発表会の出演者数は
前年度の 179 名から 234
名に増加し、展示発表会を
含めた期間中の来館者数
は、2,023 人から 2,696 人
（33％増）となった。 

Ａ 

合同開催の形式は試行で
あったが、一定の成果が
あったと思われる。次年
度以降も継続するために
は、団体間の調整役を果
たさなければならない。 
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はじめに 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律に基づき、山北町教育委員会及び

教育委員会事務局の活動状況についての点検及び評価の検証をし、意見具申す

るものである。 

 

（１）教育委員会議の現状について 

事務局では、限られた委員会の審議時間を有効に使えるよう、前回の議事録を電

子データで事前に共有したり、連絡ツールを活用し積極的に情報提供を図ったり

して課題に対して審議できる体制を整えている。また、委員相互が自由な発言が

できるよう雰囲気づくりに努めることで活発な議論となっている。委員は、問題

点等を細部にわたって協議検討し、山北町の教育方針に対して的確に具現化しよ

うと努めている。 

（２）教育委員会議以外の現状について 

教育委員会は、定例会議に加え地域行事や各種会議へ積極的に参加し、幼児教

育から生涯学習まで幅広く関与している。学校訪問では、令和６年度まで管理職

のみの対応だったが、令和７年度は、園は担任、小学校は全職員が教育委員との

意見交換を行ったことで、情報共有が深まり、相互理解が得られた。今後ともぜ

ひ継続する必要がある。 

 

 

 

 

 

Ⅰ 園教育・保育及び学校教育重点施策 

 

 ａ 乳幼児教育・保育の充実 

田植え体験では、園と学校の交流を行った。収穫祭では、3 園の 5 歳児ととも

に実施することができている。同年齢の交流や異年齢の交流を行うなど、交流事

業が充実したものとなった。更なる交流活動が実施できるよう、園・学校間で調

整し、保育・教育の質の向上を期待したい。 

 

 ｂ 学校教育の充実 

「0 歳から 15 歳までの一貫教育・保育」スタンダードカリキュラムは、担当者

が時間をかけ綿密に仕上げている。大切なのは、それを実際に具現化しているかど

うかを検証することである。そのためには、授業を丁寧に分析していくことが必要

である。そのなかで、子どもが具体的な授業で何を学びどのような力がついたのか、

課題は何なのかなど、継続的に検証していくことが重要である。 

教育委員会事務局の活動状況に対する外部評価者意見 

教育委員会の活動状況に対する外部評価者意見 
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交流活動は、事前事後の打合せに時間を確保して行えたことは、次の活動につな

がったことと思う。今後は、実践していきながら何をどのように変えていくのか明

確にしていくことが必要だと考える。 

 

部活動地域展開は、これまでの学校中心の活動から地域に移行するため、どこの

市町でも、時間をかけて協議検討している大きな課題である。山北町は、コーディ

ネート業務を委託し、9 月から月 2 回ソフトテニス部の地域移行を実施した。令

和 9 年度にはすべての運動部の地域展開の準備に向けて動いている。一方で、構

成人数が少ないため、廃部を余儀なくされた部や、他の市町と合同で活動せざるを

得ない部の今後にかかわる問題や、運動部以外の地域展開についての問題など課題

は山積している。さらに、指導者の人選や施設貸出等についても考えていく必要が

ある。関係機関と連携を取りながら、子どもたちが十分に部活動を楽しめる環境づ

くりが構築されることを期待している。 

 

 

Ⅱ 社会教育重点施策 

 

ａ 社会教育（生涯学習）推進事業 

   山北町社会教育委員会議は、令和 7 年度足柄上郡社会教育委員連絡協議会研修

会において、上地区の社会教育委員 27 名の参加のもと、取り組んできた成果や課

題を発表した。令和 5 年に諮問を受けた「民俗文化財の保護・継承について」の課

題に対し、2 年間にわたり研究に取り組んだ内容を具体的な提言を含めて答申した。

「少子高齢化」や「地域住民の共同体意識の変化」という難しさを指摘しつつ、答

申では、具体的な対応策まで提言している。この提言を受けて、教育委員会は、「山

北町民俗文化財連絡協議会設置要綱」について話し合ったが、具体的な提言を吟味

しながら実践可能なことから一つ一つ丁寧に取り組む必要がある。 

 

  ｂ 文化財の保護、継承、整備事業 

令和 6 年度に作製した河村城跡堀切 2 の土層断面タイル張り付け工事を実施し、

文化財普及啓発イベントで紹介をするなど、幅広い世代に河村城跡について PR し

た。小学生が使用している社会科資料集「わたしたちのやまきた(下)」では、河村

城跡を扱っているページに二次元コードを貼り、クリックすると動画を見ることが

できる。とても分かりやすい教材として位置付けられている。 

 

   ｃ 人権啓発事業 

人権講演会やちらしの発行は町民の人権意識向上に役立っている。令和７年度

も参加者が多く、講演内容を評価されているが、著名人ばかりでなく、他の教育

委員会等の情報を得て、講師や内容を検討することも今後の課題である。 
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 ｄ 青少年健全育成事業 

令和７年度は山北町出身のプロバスケットボールの選手による講演、対談と貴

重な経験ができた。作文発表では、青少年の心の奥にある気持ち、考えが来場者

の胸を熱くさせてくれた。今後もこのような機会を町全体が協力して、青少年の

健全な育成に努める必要がある。 

令和８年度の課題に事務局が挙げている町内小・中学校への掲示用ポスターの部

数の見直しや町内や近隣市町の公共施設にもちらし・ポスターの配架や公式 LINE

を使うなどの周知方法をぜひ実践してほしい。 

 

ｅ 生涯スポーツ・社会体育推進事業 

生涯学習スポーツセンターの設立で、予定の人数を上回る来場者が利用してい

る。この施設は、町外からも高く評価され、様々な賞をいただくなど、山北町の

アピールにもつながっている。一方で、施設利用料を検討し、維持管理に努めな

がら運営にあたることも考えておく必要がありそうだ。 

やまきたスポーツの秋祭りは、秋祭りの事業の検討により新企画を導入し、参

加者が増えた。目的である住民の健康促進や交流が評価される。スポーツを通じ

て住民同士の絆を築くことも地域社会の活性化につながっている。 

 

  ｆ 生涯学習センター活動推進事業 

生涯学習センターフェスティバルと町民文化祭との合同開催により、芸能発表及

び展示発表会の来場者が増えた。良い成果があった。今後も地域住民の交流の場と

して、継続が必要である。 

 

 

 

終わりに 

 山北町は、「人権の町」である。社会教育事業としてこれまで、人権講演会や人権ち

らしの配布など、他市町にない施策を行ってきた。ハード面でも国の同和対策法などを

受け、町行政の様々な施策と町民の努力により、町の環境が大きく改善されてきた。 

 一方で学校教育でも、川村小学校・山北中学校の永年にわたる研究の継続から、子ど

もたちの「困難を抱えている人たち」の生活を考えるという意識は醸成されてきたと思

う。 

 県では、主要な人権分野を 13 設定し、さらにインターネットによる人権侵害、性の

多様性、ヘイトスピーチなどの課題にも対応している。 

 しかしながら、最近、特にインターネット SNS の問題は避けて通ることはできない

状況になっている。スマートフォン等の急速な普及により、SNS の利用を通じた見知ら

ぬ人との交流によって性犯罪や自画撮り被害に遭うケースが多発している。また、最近では、

ある高校の生徒が複数の生徒に取り囲まれ一方的に殴られたり蹴られたりする動画が拡散

されたという事件があった。ひとたび写真や動画がネット上に流出すると削除することは

困難となり、取り返しがつかない被害が生じてしまうことになる。 

 これらは、大きな人権問題である。学校では、このような問題がおこるときには、それぞ

れに対応していることと思うが、学校教育の重点施策としてインターネット・SNS の問題
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について教育委員会が中心になり率先して取り組む必要があるのではないだろうか。また、

教職員による子どもたちへの性被害も大きな問題になっている。国や県でも不祥事がある

たびに注意喚起をしているが、「人権の町」である山北町では、これらの問題について計画

的に研修会を開き人権意識を高める施策が必要だろうと思われる。 

 次に教職員の働き方改革について述べたい。 

 ＩＣＴ教育によって、大きく学びの質が変わるとともに、授業スタイルが多様になり、子

ども自身が学び方を獲得することがさらに重要になってきた。最近では、子どもたちの適応

能力が高いため、ＩＣＴに長けた教職員と、苦手な教職員との「格差」は今後子どもたちに

大きな影響を与えていくのではないかと思われる。そこで、より一層の研修会の充実を望む

ものである。 

 最後に、社会教育委員会議から「文化財の保護継承」について、小中学校での「ふるさと

学習」の実践、空き教室でのパネル等の展示を提言されている。子どもたちは、具体的な授

業によって認識は高まると考える。その際、学校に民俗文化の継承者を招いて話を聴いたり、

時には衣装を着たりする体験をとおして学ぶことが重要ではないかと考える。 

 

令和８年５月２５日 

 

評価者  加藤 陽一郎   

評価者  瀬戸 智鶴子   
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